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ユビキ タス社会に向けたロングテール 型イノベーションの 分析 

0 阿部 貴弘 ，渡辺千般 ( 東 工大社会理工学 ) 

序 ロングテール 現象とはこれまでは。 

な 商品需要 は 、 市場として成立する 場合であ っても。 

近年。 漣柁 でと呼ばれる「利用者参加」と「 オ - ごく限られ だ 利益し 

フン 志向」を特徴とした ュビキ タスネットワーク         利用考の参加等を 特 

目覚しい発展を 遂げている。 そのような需要を 効率的に集積。 顕在化させる 事が 

「利用者参加」の 代表例として。 ブロ ダ 。 ソーシ 可能になり、 一般市場と遜色ないレベルの 市場とし 

ャ ルネットフーキンバサービスなどが 挙げられ。 こ て 形成できる可能，陸を 秘めている。   の カスタマーレ ビ このロングテール 現象を苦楽のシンバル C 

ュ 一にあ たる。 の 観点から分析を 行 フ シ 

@   オーブン志向りで @ 

ぼ 。 自社の ヂ一 タベース の システムへの アク 

セス方法を示す 一 & 昔楽メヂィア 

億 % ぎ 鯨 ㏄ ) を 公開し。 誰でも ヂ - タベース や   能 等を追加したサービスを 聞発す   
  

る 事が可能となっている。     

これら二つの 特徴を体現したサービスとして 典型 

的なサービスがウィ キ バディアが挙げられる。 ウィ 

キペ ディア は コミュニティに 参加する事によって 、 

誰でも随時。 項目の追加や 内容の追記 " 修正を行う 

ことができる " . - つの項目について 多くの人が関り " 

新たな項目を 迫加し。 間違いや古い 項目を修正しな 

  

 
 

 
 

図 2 % 襄 (, むの生産 移 ，鯛麺日本レコ - ド協会 ) 
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図 3 オーディオレコード 全体の億産額推移   

( 出典日本レコード 協会 ) 

  



図 2 に示すように 音楽 C 
に減少する傾向にあ る。 図 

オレコード全体の 総生産額 
少の - 途を辿っている。 

また、 図擢に示リー よさに C シングル " アルバム 共 
にミリオンヒット 数が減少傾向にあ る。 

( 出典日本レコード 協会 ) 

音楽 CD の生産減少の 要因として、 
インターネットや 携帯を利用した 
ア を要しないコンテンツとしての 

さ アプリケーションを 利用した 違 

(3) 音楽産業の衰退 
などが考えられる。 

昔楽の インタ一孝 ット 
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図 8 携帯電話への 

( 出典総務省平成 

6@ こ 示すよ う に現在、 携帯型デジタルオ 
一 ディオプレイヤ 一の普及や携帯電話への 音楽 配 信 サービスの開始によ め ， ンタ一孝 ット を通じた 

音楽配信サービス 市場は急速に 成長している「 

ュビキ タス射利用状況調査によると 
ね ) 試聴の充実、 

( め 価格の安さ。 
㊤ ) 品揃え 
の二つがインタ @ ネットによる 有料音楽配信を 利 

用する大きな 動機となっている。 
音楽というコンテンツの ヂ ジタル化とブロード 

バンドの普及によってインターキットを 利用した 
普及が浸透し 始めた中で従来からの C 
る 音楽産業の普及パターンが 変化していると 考え 

られる " 

  



  
  

  

  

」 @  上位 @0%  まで 

    
  
    三・五                                                 だよ 枚簗 t チ楚 一け位の炎上 艶亜 j 

二 % ミ， @. ヴ月 ． ど笘 牧野 

位までの割合の 減少 
ほ 生産枚数の多し ほど違法コピ 一の 影 

響にさらされる 
以上の推論からインターネットによる 音楽 配サ 高 

は ロングテール 部分の市場をュ 一 ザ 一に提供ずる 

「データとしてのコンテンツ」であ り。 C 
ィア にする「パッケージとしてのコンテンツ ョ に対 

して補完する 関係に過ぎないが 違法コピー。 特に 

アプリケーションは 音楽産業全体に 対して優 
位，性を持っていると 考えられる。 

アプリケーションに 関する直接的な デ 
とは難しい。 また。 インタ一孝 ット の 

音楽配信と携帯の 音楽配信の普及に 関する信頼で 

きるデータ は 未だ入手困難であ るため、 本研究でほ 
CD シングルの普及からコンテンツに 関するデジタ 
J レ 化のイノベーションを 分析する。 

転 n-; な ど穣乙ヂき m= 丁ず 計音 -.% ぎ 

図 7 n むシ ンダル上位㈹ 0 と上位 鬨 0 位の 

図 7 に 示されるよ う に音楽 C シングルの上位 

枚数に占める 割 
合が低下している 傾向にあ る。 音楽がコンテンツと 
して変容している 事を告げるシグナルと 捉えられ 

る。 
しかし、 音楽配信による 生産額はオ - ディ 
の生産額の減少を 説明するに は あ まりにも / 

退も音楽 CD シングルの 
上までの割合の 減少を説明し 

難い。 

音楽、 映画。 ゲームソフトといったコンテンツ 製 

品は現在あ る程度特定の メ デイ ア に依存した形で 
普及する。 そして、 それらコンテンツ 製品 は 、 発売。 
公開時点に売上が 集申し。 時間の経過と 共に売上が 
逓減する右肩下がりの 初期集中型売上パターンを 

示しやすいと 言われている。 それがどの程度。 どの 
ように存在するかを 実証する。 

する普及も出るとして 最   ほ 鈍モ ヂル であ る。 

ル では購入者のカテゴリーを ; 革新者」と「模倣者」 
の 2 区分を採用した。 

仮定①毎期の 購入者数 は、 自らの意思で 購入決定す 
る 「革新者」と。 普及の様子を 見ながら購入決定す 
る 「模倣者 ; 力 。 らなる " 

仮定②毎期の 革新者 ( いぼ 。 その期における 
未 購入者数の px ヱ 

く t) ほ " その期における 
になるががばその 期の普   

仮定④潜在購入者数 

コンテンツとして 

内部要素 
) 音楽は無形の 財であ る。 
ネットワ @ クとの親和佳が 大きいためロングデ - 

ル現象が起こりやすいと 考えられる， 

外部要因 
(1) デジタルオーディオデバイスの 普及 
く 2) インタ一孝 ット の音楽配信と 携帯への音楽配信 

の本格化 
これらの外部要因により 取引コストの 削減が見 
込まれ " デジタル化によるコンテンツとしての 発展 

が 予想、 されるにも拘らず、 帝 
ている。 拝楽 CD の減少は 2 

おり、 これほ む 
アプリケ - ショ 
これら違法コピ 一による影響が 大きいと推測でき 

一 loF; 一 
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aSs モデルでは革新係数 鉢 模倣係数 q 、 潜在 購 

の 3 つのパラメ - タ - が定まね， ぼ 、 普及曲 
線の形が特定することができる。 

拝 までの各年売上トッ 
象に分析を行 う 。 各 C 

間 売上枚数をグラフ 化し。 のべ 比 
一ブを 得る。 普及 学 における普及曲線を 本研究では 
この売上カ - ブと解釈する " 

に 掲載されているオリジナルコ 
ンフィデンスチャート G 通称オリコンチャーけを 
用いる。 アオリコ コほ ほ一年分の全チャー   

がまとめて掲載 ) る 。 ただし。 このデータ は 
各 週の売上トップ 田 0 住 までのシングル CD に限っ 

てぞの週間売上枚数を 掲載しているという 制約が 
あ る。 ヂャー ト に掲載されて " ないが着実に 売れ続 

けている CD(D 動向 は 終えない、 またチャートから 
外れている期間の 売上枚数は累積売上枚数に 計と 
されない。 

連続 朗齢 モデルを使用ずる 

第ガ 週の売上枚数をⅩ，とすれ ば 

を 千千 ワ 。 

インタ一孝 ット の音楽配信と 携帯の音楽配信に 

関する詳細なデータの 公開がもうすぐ 始まり、 これ 

らのデータを 基に本研究を 発展させて い く事が望 
まい、 。 また " 作曲家に対して 印税以外のビジネス 

モデルの構築や 音楽業界 臼体 にまったく新し     ， @ モ 
デルの構築の 必要性について 研究を重ねる 必要が 

あ る。 
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